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燕労災病院の理念 
 

◎働く人々と、地域の人々の

ために最善の医療を目指し

ます。 
 

病院の基本方針 
 

◎安全で質の高い医療の提

供を目指します。 
 

◎勤労者の健康管理を支援し

ます。 
 

◎医療に関する教育・研修を

支援します。 
 

◎地域の人々の健康を守り、

福祉に寄与します。 
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平成 27年 4月 1日より燕労災病院神経内科に着任しました関根有

美と申します。当院の勤務は初めてですが、どうぞ宜しくお願い申

し上げます。 

出身は群馬県前橋市です。新潟大学に入学し、卒業後は県内の

様々な病院で働かせていただきました。3年目に神経内科に入局後、

長岡赤十字病院、佐渡総合病院に勤務した経験がありますが、当院

など県央地区の勤務は初めてになります。やはり、噂に違わず忙し

い病院ですが、医師のみでなく様々な職種の方が忙しく働かれてい

ますので、頑張らなければと自分に言い聞かせています。皆様に支

えられて非常に働きやすく、日々楽しく過ごさせて頂いておりま

す。 

入院対象となる疾患は、圧倒的に脳梗塞を始めとする脳血管障害

が多く、その患者数も多い印象です。当院を受診される患者さんの

平均年齢は高く、脳卒中の予防のために高血圧・糖尿病・不整脈な

どの全身管理が大切と感じています。また、悪性疾患を合併してい

る脳卒中患者さんも多く、先の合併疾患と同様に他科との連携が確

実に取れるようにしたいと考えております。脳卒中の急性期を過ぎ

た患者さんについては、地域連携パスが作製され、回復期のリハビ

リテーション病院へ速やかに移行が可能となっています。当院でも

外来でリハビリテーションが行えるのは幸いなことですが、機能回

復のために重点的なリハビリテーションが必要な場合には、積極的

に回復期へつなげていけたらと考えています。 

外来では、再来患者さんに診察や薬剤処方のみでなく、病院に来

られるまでの日々の生活の支えとなれるよう、如何に指導を行い、

励みとなる声をかけられるか、学んで行きたいと思う日々です。地

域の開業医の先生方からもご紹介頂いていますが、診療依頼のみな

らず、認知症やパーキンソン病の核医学画像診断を任せて頂き、大

変勉強になります。その都度、適切な診断と治療を施せるように努

力したいと思います。 

当科は真島先生、石川先生と 3人体制でありますが、同じ 3東病

棟では脳神経外科の小池先生、吉田先生と毎日カンファレンスを行

いながら、診療を行える恵まれた環境です。今年は後輩を育てる場

ではなく、むしろ教えて頂ける立ち場にもあるため、自分自身の成

長のために勉強できるチャンスと思っております。職員の皆様にお

世話になりますが、今後ともどうぞ宜しくお願い申し上げます。 
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【 着任の挨拶 】 
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【院内イベント】 

  5月 12日、外来ホールで｢看護の日 院内イベント｣を行い  

ました。「病院に来たらやっていた」と参加して下さった方がほ

とんどでしたが、新聞広告や広報でイベントを知り来られた方

もいらっしゃいました。血管年齢測定や骨強度測定をするとこ

ろは他にないため、毎年人気があります。参加された方の多く

が「全部よかった」「とても良かった」と満足された様子がアン

ケートの結果からうかがえました。個別の健康相談にも看護師

が細かくお答えし、「これからもお願いします」との声も聞かれ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【院外イベント】 

 5月 16日、「看護ふれあいフェア－看護の心をみんなの心に－」をチャレンジャーなんじゃ村前 

の広場で開催しました。前夜からの大雨により、前日の好天が嘘のように寒い日となりました。 

そのため、来場して下さる方が少ないのではないかと心配しましたが、雨が上がるとともに大勢 

の方が来場され、昨年を上回る 126名の方の参加でした。身長体重測定、体脂肪測定、血管年齢測

定、骨強度測定、AED体験、健康相談など各ブースに長い列ができました。 

 看護師、薬剤師、理学療法士（リハビリ）や栄養士による健康相談コーナーでは、今回の結果の 

相談だけでなく、普段の体調で心配なことを気軽に相談することができ大変好評でした。また、AED

体験コーナーでは「昨年も体験しました。1年に 1回くらい触ってみた方がいいですね。」と AEDに 

対する市民の方々の関心が高くなってきていることを感じま

した。もっともっと AEDを一般の方々が触る機会を作り、AED

を普及させていきたいと思います。 

 毎年看護の日に合わせた恒例行事として、院内・院外イベ

ントを開催しております。このような行事を通して今後もよ

り一層地域の皆様に愛され、信頼される病院を目指したいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 看護フェア － 看護の心をみんなの心に－ 】 開催 
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５月２６日(火)17：30～19：00 まで、当院大会議室にて第 33 回院内研究発表会を開催しました。

発表演題数は下記の６演題(演題名のみ記載)です。6演題とも専門的な高度な内容で、他職種の方 

々には理解することが難しい内容もあったかと思いますが、当職場より 90名近くの職員が熱心に 

聴講していました。 

 

・SPP(皮膚組織潅流圧検査)について～糖尿病透析患者に対する有用性について (検査部) 

・薬剤師による処方監査時の臨床検査値・処方歴確認の有用性評価との検討 (薬剤部) 

・ダットスキャン(ドパミントランスポーターシンチグラフィ)について (放射線部) 

・消化器外科術後患者に対する術後リハビリテーションが在院日数に及ぼす影響と 

今後の展開 (リハ科) 

・当科でエンドトキシン吸着療法を施行した症例の検討 (医局 外科) 

・Ｃ型慢性肝炎に対する direct acting antivirals(DAAs)治療：HCV量減少遅延例 (医局 内科) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
近隣(白根・三条・見附)の凧合戦も終わり、知らぬ間に新潟県 

も梅雨入りし、7月に突入した。7月になるといたる所で、花火 

大会が真っ盛りとなる。今年は御遷座 100周年記念事業が開催 

されている越後一之宮弥彦神社の燈籠祭奉納花火大会(７月 25日) 

をかわぎりに、7月 26日はぎおん柏崎海上花火、8月 1日は三条 

花火、８月２・３日は長岡花火と花火見物へと只今緻密な計画中 

である。計画といっても、実は既に全て完璧に僕の脳内にインプ 

ットされており、後は実行あるのみ… 今年は、

他にもビッグなイベントがある。十日町を中心と

した妻有地区で開催される４年に一度の「大地の

芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ 2015」であ

る。今年こそ全てを制覇しようと自宅の壁に貼り

付けた妻有の地図を毎日にらめっこ状態である。

(まつきよ) 

 

【第３３回院内研究発表会を開催しました 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【編集後記】 
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担当医師変更等の場合もありますので、受診の際は予めご確認ください。 

電話番号：（代表）0256-64-5111 


